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回次
第12期

第２四半期累計期間
第11期

会計期間
自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2023年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 409,401 813,117

経常損失（△） （千円） △125,710 △179,339

四半期（当期）純損失（△） （千円） △126,378 △287,331

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 545,850 545,850

発行済株式総数 （株） 1,344,000 1,344,000

純資産額 （千円） 158,233 284,612

総資産額 （千円） 471,867 606,599

１株当たり四半期（当期）純損失（△） （円） △101.59 △225.12

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益 （円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 33.5 46.9

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 107,454 134,875

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △80,113 △80,186

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 32,270 △126,847

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 （千円） 123,840 64,229

回次
第12期

第２四半期会計期間

会計期間
自2023年７月１日
至2023年９月30日

１株当たり四半期純損失(△) （円） △40.29

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．当社は、第11期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第11期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であり、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり四半期(当期)純損失であるため記載しており

ません。

５．第12期第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の四半期財務諸表並びに第11期事業年度の財務諸表につ

いては、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、有限責任監査法

人トーマツによる四半期レビュー及び監査を受けております。

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新規上場申請のための四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、経営者が提出会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性

があると認識している主要なリスクの発生又は新規上場申請のための有価証券報告書（Iの部）に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　当第２四半期累計期間において、当社は前期に引き続き営業損失及び四半期純損失を計上しており、継続企業の前

提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　しかしながら、当社の取引金融機関と締結している当座貸越契約及び親会社である株式会社ゼンリンと設定してい

る当座貸越枠により、必要な運転資金の確保に懸念はなく、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められない

と判断しております。

　なお、今後につきましては、営業体制の強化による既存取引先の維持拡大と新規取引先の獲得及び開発体制の強化

によるプラットフォームの機能拡大等に取り組んでまいります。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

 (1）経営成績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、海外及び国内旅行ともに回復傾向にあり、人の移動が活性化して

おります。一方で、原材料価格やガソリンなどエネルギーコストの高止まり、円安の影響等により、企業活動や個

人消費が停滞し、引き続き不透明な状況が続いております。

　当社が属するＤＸ市場やモビリティサービス市場においては、企業の投資意欲は堅調であり需要は増加傾向にあ

ります。

　当社におきましても、新規投資案件が増加傾向にあり、これまでの既存事業の拡大化をしつつ、新規事業の上乗

せに注力しております。また、保守・運用の売上高も着実に積み上げており、経営地盤の安定化を図っておりま

す。その他、ファニテック株式会社を買収した影響により、開発体制の強化および内製化施策が堅調に進むこと

で、外注が減少しコスト削減効果が得られております。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高は409,401千円、営業損失は127,440千円、経常損失は

125,710千円、四半期純損失は126,378千円となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（モビリティセグメント）

　モビリティセグメントは、昨年度に納品した案件の２次開発、３次開発や大型案件を獲得したことにより堅調に

推移しております。また、当社のカーシェアリングシステムの注目度も高い状態が続いており企業からの問い合わ

せも増加しております。一方で、当社はシステム開発案件が年度末に偏る傾向にあり、今後売上高が増加してまい

ります。

　この結果、モビリティセグメントにおける当第２四半期累計期間の売上高は342,435千円、セグメント損失は

10,799千円となりました。

（インポートセグメント）

　インポートセグメントは、円安の影響により商品の仕入単価が上昇傾向にあるものの、販売先は順調に確保して

おり、堅調に推移しております。

　この結果、インポートセグメントにおける当第２四半期累計期間の売上高は66,966千円、セグメント損失3,097

千円となりました。

(2）財政状態の状況

（資産の状況）

　当第２四半期会計期間末の総資産は、471,867千円となり、前事業年度末に比べ134,731千円の減少となりまし

た。

　流動資産は256,079千円となり、前事業年度末に比べ113,830千円の減少となりました。主な要因といたしまして

は、現金及び預金が59,610千円増加した一方で、営業債権の回収により売掛金及び契約資産が154,372千円減少し
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たこと等によるものであります。

　固定資産は215,788千円となり、前事業年度末に比べ20,900千円の減少となりました。主な要因といたしまして

は、有形固定資産が6,802千円増加した一方で、無形固定資産が27,032千円減少したことによるものであります。

（負債の状況）

　負債は、313,634千円となり、前事業年度末に比べ8,353千円の減少となりました。

　流動負債は、301,151千円となり、前事業年度末に比べ7,867千円の減少となりました。主な要因といたしまして

は、新規借入により短期借入金が33,600千円増加した一方で、前事業年度の企業結合における未払対価の決済等に

よりその他流動負債が48,368千円減少したことによるものであります。

　固定負債は、12,483千円となり、前事業年度末に比べ485千円の減少となりました。主な要因といたしまして

は、長期借入金が850千円減少したことによるものであります。

（純資産の状況）

　純資産は158,233千円となり、前事業年度末に比べ126,378千円の減少となりました。これは、四半期純損失の計

上により利益剰余金が126,378千円減少したことによるものであります。

 (3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ59,610

千円増加し、123,840千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの

要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、営業活動の結果獲得した資金は、107,454千円となりました。主な要因とい

たしましては、税引前四半期純損失125,710千円の計上があった一方で、売上債権の減少154,372千円及び減価償

却費21,479千円があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、投資活動の結果支出した資金は、80,113千円となりました。主な要因といた

しましては、企業結合に関連する支出70,000千円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、財務活動の結果獲得した資金は、32,270千円となりました。主な要因といた

しましては、短期借入金の純増減額が33,600千円増加したこと等によるものであります。

 (4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の重要な会計方針及び見積りの記載について重要な変更はありません。

 (5）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 (6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 (7）研究開発活動

該当事項はありません。

 (8）経営成績に重要な影響を与える要因

　当社の経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）

「第２ 事業の状況 ３ 事業等のリスク」に記載のとおりであります。

 (9）季節的変動による影響

　当社の売上高は、受託開発等の案件引渡しが多く、３月決算会社の決算期に合わせて納品等を行っているた
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め、第４四半期会計期間に売上高が偏重する傾向にあります。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,000,000

計 5,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年３月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,344,000 1,344,000 非上場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 1,344,000 1,344,000 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 1,344,000 － 545,850 － －

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

株式会社ゼンリン 福岡県北九州市小倉区室町一丁目１番１号 845,000 67.92

九州旅客鉄道株式会社
福岡県福岡市博多区博多駅前三丁目25番21

号
222,000 17.84

ENEOS株式会社 東京都千代田区大手町一丁目１番２号 83,000 6.67

都築電気株式会社 東京都港区新橋六丁目19番15号 50,000 4.01

岡谷鋼機株式会社 愛知県名古屋市中区栄二丁目4番18号 22,000 1.76

飛島建設株式会社 東京都港区港南一丁目8番15号 22,000 1.76

計 － 1,244,000 100.00

（５）【大株主の状況】

（注）上記のほか、自己株式が100,000株あります。

2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　     100,000
－ －

完全議決権株式（その他）  普通株式　   1,244,000 12,440

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,344,000 － －

総株主の議決権 － 12,440 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2023年９月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計（株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社Ｗｉｌｌ　Ｓｍａｒｔ

東京都江東区富岡二

丁目11番６号
100,000 － 100,000 7.44

計 － 100,000 － 100,000 7.44

②【自己株式等】

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、第２四半期会計期間

（2023年７月１日から2023年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に

係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 64,229 123,840

売掛金及び契約資産 245,049 90,676

棚卸資産 ※1 18,088 ※1 10,759

その他 42,542 30,802

流動資産合計 369,910 256,079

固定資産

有形固定資産 23,363 30,166

無形固定資産

　のれん 82,237 72,748

　ソフトウエア 103,226 87,863

　ソフトウエア仮勘定 2,181 -

　無形固定資産合計 187,645 160,612

投資その他の資産 25,679 25,009

固定資産合計 236,689 215,788

資産合計 606,599 471,867

負債の部

流動負債

買掛金 27,938 22,866

短期借入金 116,400 150,000

１年内返済予定の長期借入金 2,040 2,040

未払法人税等 - 2,531

賞与引当金 - 9,441

その他 162,640 114,272

流動負債合計 309,018 301,151

固定負債

長期借入金 12,240 11,390

その他 728 1,093

固定負債合計 12,968 12,483

負債合計 321,987 313,634

純資産の部

株主資本

資本金 545,850 545,850

資本剰余金 117,093 117,093

利益剰余金 △287,331 △413,709

自己株式 △91,000 △91,000

株主資本合計 284,612 158,233

純資産合計 284,612 158,233

負債純資産合計 606,599 471,867

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

売上高 ※１ 409,401

売上原価 316,219

売上総利益 93,182

販売費及び一般管理費 ※２ 220,622

営業損失（△） △127,440

営業外収益

保険配当金 1,183

為替差益 522

助成金収入 250

その他 88

営業外収益合計 2,044

営業外費用

支払利息 315

営業外費用合計 315

経常損失（△） △125,710

税引前四半期純損失（△） △125,710

法人税、住民税及び事業税 667

法人税等合計 667

四半期純損失（△） △126,378

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △125,710

減価償却費 21,479

のれん償却額 9,488

製品保証引当金の増減額（△は減少） △79

賞与引当金の増減（△は減少） 9,441

受取利息 △0

支払利息 315

保険配当金 △1,183

助成金収入 △250

売上債権の増減額（△は増加） 154,372

棚卸資産の増減額（△は増加） 7,328

前渡金の増減額（△は増加） 3,050

仕入債務の増減額（△は減少） △5,071

未払金の増減額（△は減少） 28,099

前受金の増減額（△は減少） △12,102

その他 13,445

小計 102,624

利息の受取額 0

利息の支払額 △315

保険配当金の受取額 1,183

助成金の受取額 250

法人税等の支払額 3,711

営業活動によるキャッシュ・フロー 107,454

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,636

無形固定資産の取得による支出 △1,218

企業結合に関連する支出 △70,000

その他 1,741

投資活動によるキャッシュ・フロー △80,113

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 33,600

長期借入金の返済による支出 △850

リース債務の返済による支出 △479

財務活動によるキャッシュ・フロー 32,270

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 59,610

現金及び現金同等物の期首残高 64,229

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　123,840

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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前事業年度
（2023年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年９月30日）

商品 17,806千円 9,886千円

仕掛品 262 823

貯蔵品 19 49

前事業年度
（2023年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年９月30日）

当座貸越極度額 500,000千円 500,000千円

借入実行残高 100,000 150,000

　差引額 400,000 350,000

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１　棚卸資産の内訳は次のとおりであります。

　２　当座貸越契約

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。これら契

約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

（注）上記のほか、2023年４月21日付で当座貸越枠800,000千円を親会社である株式会社ゼンリンと設定しておりま

す。

当第２四半期累計期間
（自2023年４月１日

至2023年９月30日）

給料及び手当 99,432千円

のれん償却額 9,488

賞与引当金繰入額 4,678

減価償却費 2,692

（四半期損益計算書関係）

※１　売上高の季節的変動

当第２四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　当社の売上高は、受託開発等の案件引渡しが多く、３月決算会社の決算期に合わせて納品等を行っているた

め、第４四半期会計期間に売上高が偏重する傾向にあります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
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当第２四半期累計期間
（自2023年４月１日

至2023年９月30日）

現金及び預金勘定 123,840千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 123,840

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

報告セグメント 調整額

（注１）
合計

モビリティ インポート 計

売上高

一時点で移転される財又はサービス 68,915 66,500 135,416 － 135,416

一定の期間にわ

たり移転される

財又はサービス

受託契約等 163,120 － 163,120 － 163,120

運用取引等 110,398 466 110,864 － 110,864

顧客との契約から生じる収益 342,435 66,966 409,401 － 409,401

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 342,435 66,966 409,401 － 409,401

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 342,435 66,966 409,401 － 409,401

セグメント損失（△） △10,799 △3,097 △13,897 △113,543 △127,440

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

　（注）１．セグメント損失（△）の調整額の区分は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。全社費用

は、主に管理部門に係る人件費等の一般管理費であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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当第２四半期累計期間
（自2023年４月１日

至2023年９月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △101円59銭

（算定上の基礎）

四半期純損失（△）（千円） △126,378

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △126,378

普通株式の期中平均株式数（株） 1,244,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

事業年度末から重要な変動があったものの概要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場で

あり、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりませ

ん。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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